
 

 

 

 

2022 FIM 世界耐久選手権  

“コカ・コーラ”鈴鹿 8時間耐久ロードレース第 43回大会 

鈴鹿 8耐合同テスト 

 

会場：三重県 鈴鹿サーキット 国際レーシングコース（1周 5.821km） 

日時：7月 5日（火）合同テスト 1日目  天候：雨のち晴れ 

    7月 6日（水）合同テスト 2日目  天候：晴れ 

ライダー：#42 櫻山 茂昇／東村 伊佐三／岡村 光矩 

マシン：BMW S1000RR 

結果：41台中 27位（2‘12.764） 

 

 日頃より信州活性プロジェクト Team長野にご支援、ご声援をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 信州活性プロジェクト Team 長野は全日本ロードレース選手権と鈴鹿 8 耐に参戦することで、日本

全国そして世界へ長野県を PR し長野地域の活性化及びモーターサイクルの普及を目的として活動

しています。 

 その鈴鹿 8耐が新型コロナの影響により 2年連続中止となっていましたが、3年ぶりに開催となりと

2 回目の公式テストに参加しました。今回の合同テストでは、夜間走行も開催され本番のレースを想

定した実戦的なテストとなりました。 

 

 



■テスト結果 

 本テストでは 8 耐決勝レースへ向けた走行タイムのアベレージを上げるためのマシンセッティング

や、ライダー交代時のタイヤ交換や給油作業なども併せて練習を行いました。また、今回の鈴鹿 8 耐

より FIM から指定となりましたレース専用ガソリンを使用しての走行が出来るようになったため、レー

ス専用ガソリンの特徴の把握や燃費のデータ等を収集し、決勝へ向けたテストをすることが出来まし

た。マシンは今回よりヘッドライトを装着しての走行となり、実戦に近い形で走行をしました。足回りの

セットアップについては、ライダーがそれぞれの感触や意見を出し合い方向性を定めてセッティング

の変更を行い、その結果を 3 人で交代しながら走行して確認するという作業を繰り返し進めた結果、

順調に進めることが出来ました。しかし、テスト後半では転倒等のトラブルが発生してしまい本番へ向

けた課題も残してしまいましたが、チーム一丸となってしっかりと準備をして行きます。 

 

 

 

 



■ライダーコメント 

・櫻山 茂昇 

 今回のテストでは本番を想定したマシンや燃料のテス

トをすることが出来ました。また、天候でもウェット路面

から、本番さながらの路面温度が 50℃を超える暑さへ

と様々なコンディションでテスト走行をすることが出来ま

した。また、以前より抱えていた電装系のトラブルも解

消の方向に進みましたが、新たなトラブルも発生してし

まいました。耐久レースにおいてトラブルは付き物です

が、そのトラブルを減らすためしっかりと対策をすること

が結果に繋がることと思います。マシンのセットアップは

比較的順調で、ライダー同士でコミュニケーションを密

に取りながら方向性を探ることが出来ました。この連携

は 8耐本番でも活きてくると思います。 

 新型コロナの影響により鈴鹿８耐の２大会連続中止

や経済不況等を受け様々な苦境に立たされチーム存

続の危機が何度もありました。それらを乗り越え３年ぶりの鈴鹿８耐に参戦出来ることを心から喜び

たいと思います。そして、８時間後のチェッカーを目指し、応援して下さる全ての皆様と共に精一杯頑

張ります！ 

 

・東村 伊佐三 

 8 耐に向けてこれまで準備を進めてきました。3 年振りの 8 耐に向けて限りある時間の中で 3 人の

ライダーがバトンを繋ぐような形でより良いセッティングになるように進めています。最終段階でのマ

シンセットは少しずつではありますが、3 人のライダーが手応えあるものになって来ています。8 耐で

はタイムアップだけでなくライダーが疲れないセッティングに出来なければトータルタイムを縮めること

が難しくなります。その為に走行時間で時間のかかるパーツを変えたり、何度も変更してもらったりも

しますのでメカニック、チームスタッフの負担も大変なものになっていると思います。文句も言わずライ

ダーの要望に答えてくれるチームスタッフに感謝しながらチームワークも深まってきていると僕は感じ

ています。 

苦労して困難を乗り越えた分だけ、終わったときに頑張り続けて良かったと実感できることを信じて 

チーム一丸となり頑張ります！ 

 

・岡村 光矩 

 8 耐前の最後のテストとなるので、今回のテストは非常に重要な 2 日間となりました。前回のテスト

で発生したトラブルは解決策が見つかりましたが、今回のテスト走行ではまた別のトラブルが発生し

ました。しかしテスト走行とはトラブルを探し出す為にある物です。そう考えると今回のテストでは様々

なトラブルを洗い出せたと考えております。セッティングの方向性もライダー3 名で同じ方向に向かっ

ており、タイムも 3名とも 12秒台と非常に安定しております。 

しかし、2 日目に私が単独で転倒してしまい、マシンの修復面でチームに大きな負担をかけてしま

いました。幸い身体は問題ないので、8耐本番で更なるパフォーマンスを発揮できるように準備してゆ

きたいと思います。 



 

7月 6日の総合結果表より 

各チームのベストラップのみ抽出 


